
表１．当指針の疾患・微生物等と国内法令との対比

指針の疾患 国内法 備考
A群Streptococcus 感5類（Ａ群溶血性レンサ

球菌咽頭炎）
定点報告

Acinetobacter baumanii 通達 多発時に届出
Bacillus anthracis 感4類（炭疽） ただちに届出、生物テロ注
Coccidioides immitis 感4類（コクシジオイデス

症）
ただちに届出

Coxiella burnetii 感4類（Q熱） ただちに届出
Cryptosporidium 感5類（クリプトスポリジ

ウム症）
全数把握

Enterobacter cloacae 通達 多発時に届出
Francisella tularensis 感4類（野兎病） ただちに届出、生物テロ注
Giardia lamblia 感5類（ジアルジア症） 全数把握
Legionella pneumophila 感4類（レジオネラ症） ただちに届出
MRSA 感5類（メチシリン耐性黄

色ブドウ球菌感染症）
定点報告

Mycobacterium
tuberculosis, M. bovis, M.

結核予防法 2日以内に届出、接触者リ
スト作成

感5類（薬剤耐性緑膿菌
感染症）

定点報告

通達 多発時に報告
Respiratory syncytial virus 感5類（RSウイルス感染

症）
定点報告

Rickettsia prowazekii 感4類（発疹チフス） ただちに届出
SARS 感1類（重症急性呼吸器

症候群）
接触者リスト作成

Serratia marcescens 通達 多発時に届出
Yersinia pestis 感1類（ペスト） ただちに届出
アデノウイルス 感5類（咽頭結膜熱） 定点報告
アメーバ属 感5類（アメーバ赤痢） 全数把握
エボラ出血熱 感1類（エボラ出血熱） ただちに届出
インフルエンザウイルス 感5類（インフルエンザ） 定点報告
クリミア・コンゴ熱 感1類（クリミア・コンゴ ただちに届出
クロイツフェルト・ヤコブ病 感5類（クロイツフェルト・

ヤコブ病）
全数把握

サル痘 感4類（サル痘） ただちに届出
帯状疱疹ウイルス（VZV） 感5類（水痘） 定点報告
天然痘（痘瘡）ウイルス 感1類（痘瘡） ただちに届出
ニパ・ヘンドラ複合ウイルス 感4類（ニパウイルス感

染症）
ただちに届出

ノーウォークウイルス 感5類（感染性胃腸炎）に
該当しうる

定点報告、最近ノロウイル
スといわれる

ハンタウイルス 感4類（ハンタウイルス肺
症候群）

ただちに届出

ブルセラ属 感4類（ブルセラ症） ただちに届出、日本のイヌ
で流行

ボツリヌス神経毒素 感4類（ボツリヌス症） ただちに届出、生物テロ注
マイコプラズマ感染症 感5類（マイコプラズマ肺

炎）
定点把握

マールブルグウイルス 感1類（マールブルグ熱） ただちに届出
感5類（麻疹） 定点報告
感5類（成人麻疹） 定点報告

ラッサウイルス 感1類（ラッサ熱） ただちに届出

麻疹(はしか)ウイルス

Pseudomonas aeruginosa



注：感、感染症法（平成15年改正）
　　通達、「エンテロバクター菌による院内感染防止対策の徹底等について」および
「セラチアによる院内感染防止対策の再徹底等について」等


